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【手続補正書】
【提出日】平成22年8月20日(2010.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　表５において、式１の代表的なものが実施例１～１９、２２～２４、および２６～２７
である。式２の代表的なものが実施例２０である。式３の代表的なものが実施例２１であ
る。式４の代表的なものが実施例２５である。表５のデータは、実施例１～２３によって
非常に高い反撥性が得られ、実施例２４～２７によって中程度の反撥性が得られたことを
示している。比較例は許容できない低い反撥性を示すかまたは全く反撥性を示さなかった
。
　本発明は以下の実施の態様を含むものである。
　１．繊維性基材をフッ素化アクリレートまたはフッ素化メタクリレートを含む共重合体
で処理することによって撥水性および撥アルコール性を付与する方法であって、その改良
が、前記基材を、式１、式２、式３、または式４の繰り返し単位を任意の配列で含む組成
物と接触させる工程と、続いて、加熱を行うことなく乾燥またはキュアさせる工程とを含
み、
Ａ．式１が、
［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＴ－ＣＨ2］a

－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］p－ 式１
（式中、
Ｒfは、任意選択的に少なくとも１個の酸素原子が挿入された、６個の炭素原子を有する
直鎖もしくは分岐のパーフルオロアルキル基またはこれらの組合せであり、
Ｘは、任意選択的に、トリアゾール、酸素、窒素、もしくは硫黄またはこれらの組合せを
含む、約１～約２０個の炭素原子を有する２価の有機結合基であり、
Ｙは、Ｏ、Ｓ、またはＮ（Ｒ）（式中、Ｒは、ＨまたはＣ1～Ｃ20アルキルである）であ
り、
Ｔは、約１～約４個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐のアルキル基またはハライドで
あり、
ｋは、正の整数であり、
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ａは、ゼロまたは正の整数であり、
ｂは、ゼロまたは正の整数であり、
ｐは、ゼロまたは正の整数であり、
Ｚは、Ｈ、約１～約１０個の炭素原子を有する直鎖、分岐、もしくは環式アルキル基、ま
たはハライドであり、
Ｒ1は、Ｈ、ＣnＨ2n+1、ＣnＨ2n-1、ＣmＨ2m－ＣＨ（Ｏ）ＣＨ2、［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］iＲ

2

、［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］iＲ
2、［ＣmＨ2m］Ｎ（Ｒ2）2であり、

ｎは、約８～約４０であり、
ｍは、１～約４０であり、
Ｒ2は、それぞれ独立して、Ｈ、ＣＨ2ＯＨ、またはＣsＨ2s+1であり、
ｓは、０～約４０であり、
ｉは、１～約２００である）であり、
ただし、
１）式１中の繰り返し単位［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k－は、最低でも約
７重量％存在し、
２）繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k＋［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ
（Ｏ）－ＣＴ－ＣＨ2］a＋［ＣＣｌ2－ＣＨ2］bは、最低でも約７０重量％存在し、かつ
３）すべての繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k＋［Ｒf－Ｘ
－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＴ－ＣＨ2］a＋［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b＋［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－
ＣＨ2］p＋任意選択的なモノマーは、１００重量％であり、
Ｂ．式２が、
［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－［ＣＨ3（Ｃ
Ｈ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］q－［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ
Ｚ－ＣＨ2］p－
（式中、
Ｒf、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｒ1、ａ、ｂ、およびｐは、それぞれ、式１の場合と同様に定義され、
ｑは、正の整数である）であり、
ただし、
１）式２中の繰り返し単位－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－は、約
４８重量％存在し、
２）式２中の繰り返し単位－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－および繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ

2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］q－は、それぞれ約２４重量％
存在し、かつ
３）すべての繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a＋［
ＣＣｌ2－ＣＨ2］b＋［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－Ｃ
Ｈ2］q＋［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］p－は、１００重量％であり、
Ｃ．式３が、
［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－［ＣＨ3（Ｃ
Ｈ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］q－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－
ＣＨ－ＣＨ2］t－［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］p－
（式中、
Ｒf、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｒ1、ａ、ｂ、およびｐは、それぞれ式１の場合と同様に定義され、
ｑは、正の整数であり、
ｔは、正の整数である）であり、
ただし、
１）式３中の繰り返し単位－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－は、約
４８重量％存在し、
２）繰り返し単位－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－は、約２４重量％存在し、
３）式３の繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］q

－および繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t－は、それ
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ぞれ約１２重量％存在し、かつ
４）すべての繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a＋［
ＣＣｌ2－ＣＨ2］b＋［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］q＋［Ｃ
Ｈ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t＋［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］

p－は、１００重量％であり、
Ｄ．式４が、
［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－
ＣＨ2］a－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］q－［ＣＨ3（ＣＨ

2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t－［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－
Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］u－［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ
（ＣＨ3）－ＣＨ2］v－［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］p－
（式中、
Ｒf、Ｘ、Ｙ、Ｚ、およびＲ1、ｋ、ａ、ｐは、それぞれ式１の場合と同様に定義され、
ｑは、正の整数であり、
ｔは、正の整数であり、
ｕは、正の整数であり、
ｖは、正の整数である）であり、
ただし、
１）式４中の繰り返し単位［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k－および繰り返し
単位－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－は、それぞれ約３２重量％存
在し、
２）式４の繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］q

－、繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t－、繰り返し単
位－［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］u－、および
繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－
ＣＨ2］v－は、それぞれ約８重量％存在し、かつ
３）すべての繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k＋［Ｒf－Ｘ
－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a＋［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（Ｃ
Ｈ3）－ＣＨ2］q＋［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t＋［ＣＨ3（ＣＨ

2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］u＋［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ

2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］v＋［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－Ｃ
Ｈ2］p－は、１００重量％である、方法。
　２．繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k＋［Ｒf－Ｘ－Ｙ－
Ｃ（Ｏ）－ＣＴ－ＣＨ2］a＋［ＣＣｌ2－ＣＨ2］bが、前記共重合体の約７０％～１００
重量％存在する、前記１に記載の方法。
　３．前記基材が、処理後に、約１５℃～約２５℃の温度で風乾およびキュアされる、前
記１に記載の方法。
　４．Ｒfが、直鎖または分岐のＣ6Ｆ13－であるかまたはＲfがＣＦ3（ＣＦ2）5－である
、前記１に記載の方法。
　５．ｋ、ａ、ｂ、ｐ、ｑ、ｔ、ｕ、およびｖが、それぞれ独立して、約５～約２，００
０であるかまたはこれらの組合せである、前記１に記載の方法。
　６．前記組成物が、
Ａ）ノーアイロン性、イージーアイロン性、防縮性、防しわ性、パーマネントプレス性、
調湿性、柔軟性、強度、スリップ防止性、帯電防止性、抗スナッグ性、抗ピル性、汚れ付
着防止性、汚れ脱離性、撥アルコール性、アルコール脱離性、撥水性、撥アルコール性、
防臭性、抗菌性、もしくは日光防御性の表面効果を付与する薬剤、
Ｂ）界面活性剤、酸化防止剤、日光堅牢度向上剤、染色堅牢度向上剤、水、ｐＨ調整剤、
架橋剤、湿潤剤、エクステンダー、起泡剤、加工助剤、滑沢剤、ブロックイソシアネート
、非フッ素化およびエクステンダー、または
Ｃ）これらの組合せ
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のうちの少なくとも１種の存在下に適用される、前記１に記載の方法。
　７．式１の組成物が、任意選択的なモノマー由来の繰り返し単位をさらに含み、前記モ
ノマーが、酢酸ビニル、ステアリン酸ビニル、アルキルビニルスルホン、スチレン、ビニ
ル安息香酸、アルキルビニルエーテル、無水マレイン酸、塩化ビニル、および他のオレフ
ィンからなる群から選択される、前記１に記載の方法。
　８．前記組成物が、水性分散液または溶液として適用される、前記１に記載の方法。
　９．前記１に記載の方法に従い処理された基材。
　１０．ポリエチレン、ポリプロピレン、およびこれらのブレンドからなる群から選択さ
れるポリオレフィンの繊維から製造される織布、編布、または不織布であって、前記不織
布が、スパンボンド、メルトブロー、およびスパンボンド不織物またはメルトブロー不織
物のいずれかまたはこれらの組合せを含む積層体からなる群から選択される、前記９に記
載の基材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維性基材をフッ素化アクリレートまたはフッ素化メタクリレートを含む共重合体で処
理することによって撥水性および撥アルコール性を付与する方法であって、その改良が、
前記基材を、式１、式２、式３、または式４の繰り返し単位を任意の配列で含む組成物と
接触させる工程と、続いて、加熱を行うことなく乾燥またはキュアさせる工程とを含み、
　Ａ．式１が、
［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＴ－ＣＨ2］a

－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］p－ 式１
（式中、
　Ｒfは、任意選択的に少なくとも１個の酸素原子が挿入された、６個の炭素原子を有す
る直鎖もしくは分岐のパーフルオロアルキル基またはこれらの組合せであり、
　Ｘは、任意選択的に、トリアゾール、酸素、窒素、もしくは硫黄またはこれらの組合せ
を含む、約１～約２０個の炭素原子を有する２価の有機結合基であり、
　Ｙは、Ｏ、Ｓ、またはＮ（Ｒ）（式中、Ｒは、ＨまたはＣ1～Ｃ20アルキルである）で
あり、
　Ｔは、約１～約４個の炭素原子を有する直鎖もしくは分岐のアルキル基またはハライド
であり、
　ｋは、正の整数であり、
　ａは、ゼロまたは正の整数であり、
　ｂは、ゼロまたは正の整数であり、
　ｐは、ゼロまたは正の整数であり、
　Ｚは、Ｈ、約１～約１０個の炭素原子を有する直鎖、分岐、もしくは環式アルキル基、
またはハライドであり、
　Ｒ1は、Ｈ、ＣnＨ2n+1、ＣnＨ2n-1、ＣmＨ2m－ＣＨ（Ｏ）ＣＨ2、［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］iＲ
2、［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］iＲ

2、［ＣmＨ2m］Ｎ（Ｒ2）2であり、
　ｎは、約８～約４０であり、
　ｍは、１～約４０であり、
　Ｒ2は、それぞれ独立して、Ｈ、ＣＨ2ＯＨ、またはＣsＨ2s+1であり、
　ｓは、０～約４０であり、
　ｉは、１～約２００である）であり、
　ただし、
　１）式１中の繰り返し単位［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k－は、最低でも
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約７重量％存在し、
　２）繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k＋［Ｒf－Ｘ－Ｙ－
Ｃ（Ｏ）－ＣＴ－ＣＨ2］a＋［ＣＣｌ2－ＣＨ2］bは、最低でも約７０重量％存在し、か
つ
３）すべての繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k＋［Ｒf－Ｘ
－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＴ－ＣＨ2］a＋［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b＋［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－
ＣＨ2］p＋任意選択的なモノマーは、１００重量％であり、
　Ｂ．式２が、
［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－［ＣＨ3（Ｃ
Ｈ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］q－［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ
Ｚ－ＣＨ2］p－
（式中、
　Ｒf、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｒ1、ａ、ｂ、およびｐは、それぞれ、式１の場合と同様に定義され
、
　ｑは、正の整数である）であり、
　ただし、
　１）式２中の繰り返し単位－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－は、
約４８重量％存在し、
　２）式２中の繰り返し単位－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－および繰り返し単位－［ＣＨ3（Ｃ
Ｈ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］q－は、それぞれ約２４重量
％存在し、かつ
　３）すべての繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a＋
［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b＋［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－
ＣＨ2］q＋［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］p－は、１００重量％であり、
　Ｃ．式３が、
［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－［ＣＨ3（Ｃ
Ｈ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］q－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－
ＣＨ－ＣＨ2］t－［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］p－
（式中、
　Ｒf、Ｘ、Ｙ、Ｚ、Ｒ1、ａ、ｂ、およびｐは、それぞれ式１の場合と同様に定義され、
　ｑは、正の整数であり、
　ｔは、正の整数である）であり、
　ただし、
　１）式３中の繰り返し単位－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－は、
約４８重量％存在し、
　２）繰り返し単位－［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b－は、約２４重量％存在し、
　３）式３の繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］

q－および繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t－は、そ
れぞれ約１２重量％存在し、かつ
　４）すべての繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a＋
［ＣＣｌ2－ＣＨ2］b＋［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］q＋［
ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t＋［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2

］p－は、１００重量％であり、
　Ｄ．式４が、
［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－
ＣＨ2］a－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］q－［ＣＨ3（ＣＨ

2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t－［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－
Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］u－［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ
（ＣＨ3）－ＣＨ2］v－［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－ＣＨ2］p－
（式中、
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　Ｒf、Ｘ、Ｙ、Ｚ、およびＲ1、ｋ、ａ、ｐは、それぞれ式１の場合と同様に定義され、
　ｑは、正の整数であり、
　ｔは、正の整数であり、
　ｕは、正の整数であり、
　ｖは、正の整数である）であり、
　ただし、
　１）式４中の繰り返し単位［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k－および繰り返
し単位－［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a－は、それぞれ約３２重量％
存在し、
　２）式４の繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］

q－、繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t－、繰り返し
単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］u－、およ
び繰り返し単位－［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）
－ＣＨ2］v－は、それぞれ約８重量％存在し、かつ
　３）すべての繰り返し単位の合計［Ｒf－Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］k＋［Ｒf－
Ｘ－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］a＋［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（
ＣＨ3）－ＣＨ2］q＋［ＣＨ3（ＣＨ2）17－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］t＋［ＣＨ3（Ｃ
Ｈ2）3ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＣＨ－ＣＨ2］u＋［ＣＨ3（ＣＨ2）3ＣＨ（
Ｃ2Ｈ5）ＣＨ2－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－Ｃ（ＣＨ3）－ＣＨ2］v＋［Ｒ1－Ｙ－Ｃ（Ｏ）－ＣＺ－
ＣＨ2］p－は、１００重量％である、方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法に従い処理された基材。
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